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もりのにぎわい通信  
 

20１6年９月２４日 定例活動報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日時：2016 年 9月 24日（土）9：00～13：30 

場所：小山町 観音地 

天候：曇 気温 24～23℃ 湿度 93% 風向 東南東 風速 2m 

参加者：24 人：子ども 8 人、大人 16 人（内土地改良区 3 人） 

■活動 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ９：００集合（土地改良区） 

   １５除草作業開始（刈払機） 

   ４５受付 

１０：００集合 

    ボランティアの皆さん紹介と現地案内 

   １５除草作業開始 

     親子参加で栗拾い 

   ４５休憩（防振手袋のサイズ確認） 

１１：００作業再開 

     刈払機の刃配布 

１２：００昼食 

 １３：００果樹の苗木を植える（キウイ 2本、カキ 2本、ラズベリー2本、ストロベリーツリー1本 計 7本） 

     除草作業（刈払機）、クズの蔓切 

 １４：３０後片付け 

 １５：００解散（バス停案内） 

     次回の打ち合わせ（自然観察会など） 

 

■活動報告 

8月の定例活動は、いつもお休みしているので、会員が集まって行う作業は 2ヶ月振りです。今年は、

夏から秋にかけて次から次と毎週のように大型台風が上陸、秋の長雨と重なりとにかく雨の多い日が

続きました。活動日の今日も雨が降りそうな空模様で、朝 9時と言うのに藪蚊が付きまとって来ます。

着いた早々、蚊取り線香と虫よけスプレーを忘れて取りに帰る始末。 

しかし、今日は、嬉しいことにアクティブボランティアのサイトに申し込まれた方が、東京方面から

3名来られます。 

早速、雨が降らないうちに東京ガスの助成金で購入した果樹の苗木を 7本植えることにしました。ボ

ランティアで参加された女子大生２人と花山さんに手伝って頂き、二手に分かれて穴を掘り腐葉土と

堆肥を一輪車で運んで土と混ぜ、無事に植えることが出来ました。 

美味しい梨で休憩を摂った後は、子どもたちが楽しみにしていた栗拾いに出発です。いつの間にかボ

ランティアで来られたお姉さん二人とあそび隊の子ども達は、もうすっかり仲良くなっていました。 

拾った栗を運動会の玉入れのようにして数えて全部で 122 個あったと大喜びでした。 
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事前に 9月 3日（土）暑い中をメンバー数人で栗の木の下刈りをして、収穫時期が、短いので事前に

拾って茹でておいた栗をみんなで試食しました。準備作業は、孫の喜ぶ顔が見たい祖父母の心境？ 

この栗の木は、前理事長の石谷さんが退職記念に県から頂いたものです。桃栗三年柿八年柚子の大馬

鹿十八年とよく聞きますが、ここのクリは、実るまでに約 7，8年経っています。成長の早い栗であっ

てもここでは、倍以上の年月が掛かる理由は地力のなさにあるのでしょうか。 

今日、植えたカキが実るのは 15年くらい先になるでは・・・。育てる楽しみと収穫する喜びをみん

なで分かち合うまで、草刈りと追肥を頑張っていきましょう。 

今年のクリの収穫量は、約 5キロでした。毎年 9月は、サツマイモ掘りを行っていましたが、ここ 2，

3年ハクビシンの被害にあい今年は植えるのをやめました。 

お昼近くなると予報通りの雨、大急ぎでビニールハウスに避難して昼食を摂りました。雨は本降りと

なりお天気の回復が見込めないため午後予定していた作業を中止にしました。 

最後に今日参加された大学生お二人から参加の動機や感想などを伺いました。お二人とも専門が植物

に関係した勉強をされているそうで、早速、質問や将来のお仕事など話題が広がっていました。大学

生からは、現場の体験ができて良かったとか、森もりあそび隊の子どもたちがとても優しいと言って

頂けたのが印象的でした。また、是非ご参加ください。不安定なお天気にも関わらずご参加下さった

皆様、本当に有難うございました。 

来月は、松林のクズの蔓切を予定しています。 

(記録： 星野 静枝)   

                                                                                                        

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■森もりあそび隊 

台風が何度も来た今年の夏の後とても蒸し暑くなってしまった９月、２か月ぶりの遊び隊が始まり

ました。久しぶりの森でしたが、子供たちはこの森にもうすっかり慣れた様子でね。 

今日は大学生のお姉さん二人が初参加。 

二か所に分かれて果樹を植えていましたが、ラズベリー用の穴を大きく掘った後、２年生二人はすっ

かりお姉さん達になついてしまい、ぴったりくっついて一緒に作業をしていました。 

ほかの女子三姉妹はキウイ用の穴を掘った後、協力して堆肥を荷台に積んでくれました。 

カブト虫の幼虫かな？白い幼虫を「みてみて～」と持ってきてくれました。 

畑の近くの柵に、ゴールドキウイフルーツ、少し離れたところにラズベリーを二本ずつ。 

来年はフルーツ狩りが出来るかな？楽しみですね。 

 ポツポツと雨が降ってきましたが、本格的に降り出す前に栗拾いを始めました。 

今年の栗の木は沢山実を付けてくれました。 

さあ、人間が食べる分はどれだけあるでしょうか。 

お父さんが竹の棒で叩いて落としてくれたのを、ちびっ子達が拾いに行きます。 

イガイガが背中に落ちてきたり、手袋を通り越して刺さったりしながら、栗拾い競争が始まりました。 

開いてみると、まだ白い栗もあります。 

大きい栗や小さい栗・・・さあ、勝ったのは三つのバケツのうち、どのチームでしょうか？ 

Aチーム・・・４１個 

Bチーム・・・３５個 

Cチーム・・・４８個 
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 僅差で Cチームの勝ち！ 

みんな痛いのを堪えて、よく頑張りました。 

お昼休憩をしようと支度をしていると、雨がたくさん降ってきました。 

ビニールハウスに移動して肩を寄せ合ってお昼ご飯です。大学生のお姉さん達は子供たちにとても優

しく接してくれて、すがすがしく作業をしてくれました。 

 今回の森もり遊び隊はこれでおしまいでした。 

午前中のみんなの活動の優しさは、沢山降ってきた雨がこの森の土に浸み込ませて記憶してくれるこ

とでしょう。  

（記録：長菅 千夏） 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■ お知らせ ホームページもご覧下さい→ http://www.g-cycle.org/ 

次回の定例会は、10 月 22 日（土）（雨天の場合 10 月 23 日(日)）除草作業と松林のクズ蔓切、そ

ら豆の種蒔きを行います。  

 

 

 

集合写真 

 

 

 

http://www.g-cycle.org/


森を守り育てる会 かわらばん 2016 年 9 月号                2016 年 10 月 12 日発行 

    

6 年生のお姉さん、みんな大好きです。       さぁ～どこに植えましょう。    

   

 

    

                          植える場所決まったかな？ 

 

 

   

 ボランティアの皆さん、頑張って！        落ち葉堆肥からカブトムシの幼虫 
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クズに覆われた堆肥場            カキの苗木を植えました。 

 

 

   

竹竿でクリを落とします。 

 

 

   

クリのイガ、まだ青いのもある        ツヤツヤのクリが採れたよ！ 
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私に任せて！                      父と子で・・・。 

 

 

  

クリの木もこんなに大きくなりました。      数えて並べて 

 

 

  

こんなに採れました。            茹クリを味わう 
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                        ビニールハウスで昼食 

 

 

  

トランプゲーム楽しそう 

 

 

      

池の様子                    ムラサキシキブ 


